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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　塩化ナトリウム水溶液に対して電気分解を行い、この過程でＮａＣｌＯのイオン化物質

を含む殺菌性電解水を生成する装置であって、当該電気分解に必要な電解電流を生成する

電源装置と、前記電源装置の出力側に接続されており且つ前記塩化ナトリウム水溶液を溜

める電解槽に入れられる電極ユニットとを備え、

　前記電源装置は、電源電圧を入力として直流の電圧Ｖを可変可能に生成する電圧変換部

と、電圧Ｖのレベルを検出する電圧検出部と、前記電圧変換部から出力された電解電流 I

のレベルを検出する電流検出部と、前記殺菌性電解水の生成中、電圧Ｖ及び電解電流Ｉの

検出結果に基づいて前記電極ユニットに供給する電力Ｐ（=Ｖ×Ｉ）を常時監視するとと

もに、電力Ｐを常に一定に保つのに必要な電圧Ｖが生成されるように前記電圧変換部を制

御する制御部とを有した構成になっており、

　前記電極ユニットは、前記電源装置の出力端子に電線を介して電気接続されたカソード

・アノード電極板と、前記電解槽内に前記カソード・アノード電極板を保持するための電

極保持部とを備え、前記電極保持部は、本体部と、前記電解槽の開口縁に引っ掛けるため

に前記本体部の上側に設けられたフック部とを有した構成になっていることを特徴とする

殺菌性電解水生成装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】
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　 本 発 明 は Ｐ Ｈ ７ ～ ８ 前 後 の 次 亜 塩 素 酸 水 で あ る 殺 菌 性 電 解 水 を 生 成 す る 殺 菌 性 電 解 水 生

成 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 こ の 種 の 殺 菌 性 電 解 水 は 安 全 性 が 高 い だ け で な く 地 球 環 境 に も 優 し い こ と か ら 注 目 を 浴

び て い る 。 具 体 的 に は 、 殺 菌 対 象 が 広 く 殺 菌 速 度 が 速 い 上 に 無 毒 、 無 刺 激 で 、 か つ 安 価 で

あ る こ と か ら 、 厚 生 労 働 省 よ り 食 品 添 加 物 に 指 定 さ れ て い る 。 ま た 、 食 品 生 産 現 場 に 限 ら

ず 水 産 、 農 業 、 医 療 介 護 等 の 幅 広 い 分 野 で の 利 用 も 拡 が り つ つ あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 殺 菌 性 電 解 水 の 生 成 方 法 に つ い て は 種 々 多 様 で あ る が 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶

液 等 を 無 隔 膜 電 解 槽 で 電 気 分 解 す る 方 法 が あ る 。 (特 許 文 献 1等 参 照 )。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ０ ８ ５ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 に よ る 場 合 、 分 岐 装 置 及 び 混 合 装 置 を 有 し た 構 成 に な っ て い

る こ と か ら 、 装 置 全 体 の 構 成 が 複 雑 と な り 、 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が 困 難 と い う 問 題 が 指

摘 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｐ Ｈ ７ ～ ８ 前 後 の 殺 菌 性 電 解 水 に つ い て は 、 殺 菌 効 果 の 持 続 時 間 が

短 い と い う 別 の 問 題 も 指 摘 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 創 作 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 生 成 装

置 の 構 成 が 複 雑 と な ら ず 、 殺 菌 性 電 解 水 の 殺 菌 効 果 の 持 続 時 間 を 長 く す る こ と が 可 能 な 殺

菌 性 電 解 水 生 成 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る 殺 菌 性 電 解 水 生 成 装 置 は 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 に 対 し て 電 気 分 解 を 行 い

、 こ の 過 程 で Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ の イ オ ン 化 物 質 を 含 む 殺 菌 性 電 解 水 を 生 成 す る 装 置 で あ っ て 、 当

該 電 気 分 解 に 必 要 な 電 解 電 流 を 生 成 す る 電 源 装 置 と 、 前 記 電 源 装 置 の 出 力 側 に 接 続 さ れ て

お り 且 つ 前 記 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を 溜 め る 電 解 槽 に 入 れ ら れ る 電 極 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、

前 記 電 源 装 置 は 、 電 源 電 圧 を 入 力 と し て 直 流 の 電 圧 Ｖ を 可 変 可 能 に 生 成 す る 電 圧 変 換 部 と

、 電 圧 Ｖ の レ ベ ル を 検 出 す る 電 圧 検 出 部 と 、 前 記 電 圧 変 換 部 か ら 出 力 さ れ た 電 解 電 流 Iの

レ ベ ル を 検 出 す る 電 流 検 出 部 と 、 前 記 殺 菌 性 電 解 水 の 生 成 中 、 電 圧 Ｖ 及 び 電 解 電 流 Ｉ の 検

出 結 果 に 基 づ い て 前 記 電 極 ユ ニ ッ ト に 供 給 す る 電 力 Ｐ （ =Ｖ × Ｉ ） を 常 時 監 視 す る と と も

に 、 電 力 Ｐ を 常 に 一 定 に 保 つ の に 必 要 な 電 圧 Ｖ が 生 成 さ れ る よ う に 前 記 電 圧 変 換 部 を 制 御

す る 制 御 部 と を 有 し た 構 成 に な っ て お り 、 前 記 電 極 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 電 源 装 置 の 出 力 端 子

に 電 線 を 介 し て 電 気 接 続 さ れ た カ ソ ー ド ・ ア ノ ー ド 電 極 板 と 、 前 記 電 解 槽 内 に 前 記 カ ソ ー

ド ・ ア ノ ー ド 電 極 板 を 保 持 す る た め の 電 極 保 持 部 と を 備 え 、 前 記 電 極 保 持 部 は 、 本 体 部 と

、 前 記 電 解 槽 の 開 口 縁 に 引 っ 掛 け る た め に 前 記 本 体 部 の 上 側 に 設 け ら れ た フ ッ ク 部 と を 有

し た 構 成 に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 し た 殺 菌 性 電 解 水 生 成 装 置 に よ る 場 合 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 に 対 し て 電 気 分 解 を

行 い 、 こ の 過 程 で Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ の イ オ ン 化 物 質 を 含 む 殺 菌 性 電 解 水 を 生 成 す る 構 成 に な っ て

い る こ と か ら 、 殺 菌 効 果 が 高 く 且 つ そ の 持 続 時 間 が 長 い 殺 菌 性 電 解 水 を 生 成 す る こ と が 可

能 に な る 。 ま た 、 電 源 装 置 と 電 極 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、 電 解 槽 が 構 成 に 含 ま れ て い な い こ と

か ら 、 装 置 全 体 の 構 成 が シ ン プ ル と な り 、 こ れ に 伴 っ て 装 置 自 体 の 小 型 化 及 び 低 コ ス ト 化

を 図 る こ と が 可 能 に な る 。 さ ら に 、 電 極 ユ ニ ッ ト に フ ッ ク 部 を 有 し た 構 成 に な っ て い る こ

と か ら 、 こ の 点 で 使 い 勝 手 が 良 好 に な る と い う 効 果 を 奏 す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 し た 殺 菌 性 電 解 水 生 成 装 置 に つ い て は 、 電 極 ユ ニ ッ ト の 電 解 用 電 極 が チ タ ン か ら 構

成 さ れ て い る こ と か 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 し た 形 態 の 殺 菌 性 電 解 水 生 成 装 置 に よ る 場 合 、 殺 菌 性 電 解 水 の 濃 度 等 に 応 じ て 電 解

電 流 の レ ベ ル を 大 き く 設 定 し た と し て も 電 極 劣 化 が 生 じ 難 く 、 こ の 点 で 故 障 の 発 生 が 抑 制

さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ っ て 殺 菌 性 電 解 水 生 成 装 置 の 概 略 構 成

図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 生 成 装 置 に よ る 殺 菌 性 電 解 水 生 成 中 の 電 源 装 置 か ら 出 力 さ れ る 電 圧 V、 電 解 電

流 I等 の 時 間 的 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ３ 】 同 生 成 装 置 に よ り 生 成 さ れ た 殺 菌 性 電 解 水 に 含 ま れ る Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ が ク ラ ス タ ー 化

さ れ る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ こ に 例 と し て 挙 げ る 殺

菌 性 電 解 水 生 成 装 置 １ （ 以 下 単 に 「 生 成 装 置 」 と 称 す る こ と に す る ） は 、 本 発 明 の 殺 菌 性

電 解 水 生 成 方 法 を 用 い て 無 隔 膜 の 電 解 槽 ２ に 入 れ ら れ た 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ を 電 気

分 解 し て 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ を 生 成 す る 装 置 で あ っ て 、 電 圧 V及 び 電 解 電 流 Iを 生 成 す る 電 源

装 置 １ ０ と 、 電 源 装 置 １ ０ の 出 力 側 に 接 続 さ れ て お り 且 つ 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ を 溜

め る 電 解 槽 ２ 内 に 入 れ ら れ る 電 極 ユ ニ ッ ト ２ ０ と を 備 え て い る 。 以 下 、 生 成 装 置 １ の 各 部

の 詳 細 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 電 源 装 置 １ ０ は 、 商 用 交 流 を 入 力 と し て 所 定 の 直 流 の 電 源 電 圧 を す る 電 源 部 １ １ と 、 電

源 電 圧 を 入 力 と し て 直 流 の 電 圧 Vを 可 変 可 能 に 生 成 す る 電 圧 変 換 部 １ ２ と 、 電 圧 Vの レ ベ ル

を 検 出 す る 電 圧 検 出 部 １ ３ と 、 電 圧 変 換 部 １ ２ か ら 出 力 さ れ た 電 解 電 流 Iの レ ベ ル を 検 出

す る 電 流 検 出 部 １ ４ と 、 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 濃 度 に 対 応 し た 作 動 時 間 Ｔ の デ ー タ 等 を 設 定

入 力 す る と と も に そ の 設 定 時 間 等 を 表 示 出 力 す る た め の 入 出 力 部 １ ６ と 、 電 源 電 圧 が 供 給

さ れ た マ イ コ ン で あ っ て 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 生 成 中 、 電 圧 V及 び 電 解 電 流 Iの 検 出 結 果 に 基

づ い て 電 極 ユ ニ ッ ト ２ ０ に 供 給 す る 電 力 Ｐ （ =Ｖ × Ｉ ） を 常 時 監 視 す る と と も に 、 電 力 Ｐ

を 常 に 一 定 に 保 つ の に 必 要 な 電 圧 Vが 生 成 さ れ る よ う に 電 圧 変 換 部 １ ２ を 制 御 す る 制 御 部

１ ５ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 電 圧 変 換 部 １ ２ か ら 電 圧 V及 び 電 解 電 流 Iが 出 力 さ れ る 時 間 は 、 入 出 力 部 １ ６ を 通 じ て 入

力 さ れ た 作 動 時 間 Ｔ と さ れ て い る 。 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 濃 度 は 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ

Ａ を 作 成 す る 際 の 塩 の 量 と 作 動 時 間 Ｔ に よ り 決 定 さ れ る 。 制 御 部 １ ５ に よ り 電 力 Ｐ を 監 視

し て い る の は 電 力 効 率 化 及 び 過 電 流 防 止 の た め で あ る 。 電 解 電 流 Iの 制 御 を 電 圧 Vの 調 節 に

よ り 行 っ て い る の は 主 と し て 回 路 の 簡 単 化 の た め で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

 こ こ で は 電 圧 Vの レ ベ ル は １ ３ Ｖ 、 電 解 電 流 Iの レ ベ ル は １ ５ ～ ３ ０ Ａ に 各 々 設 定 さ れ て

い る 。 従 来 装 置 で は 、 電 解 電 流 Ｉ の レ ベ ル が ５ Ａ 程 度 で あ っ た も の が 、 本 案 発 明 は 従 来 で

は 考 え ら れ な い 程 度 に 電 解 電 流 Ｉ の レ ベ ル を 大 き く し た 点 が 最 も 大 き な 特 徴 に な っ て い る

。 そ の 結 果 、 生 成 さ れ る 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 成 分 が 下 記 の 通 り 大 き く 変 化 す る に 至 っ た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

 な お 、 電 解 電 流 Iの レ ベ ル が 大 き い こ と か ら 、 電 解 槽 ２ 内 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ の

抵 抗 値 が そ の 温 度 と 共 に 大 き く 変 化 す る と き は 、 電 力 効 率 が 低 く な る 場 合 が あ る 。 こ れ を

回 避 す る た め に は 、 図 １ に 破 線 で 示 さ れ て い る よ う に 、 温 度 セ ン サ ー １ ７ に よ り 塩 化 ナ ト

リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ の 温 度 を 計 測 し 、 制 御 部 １ ５ に よ り 電 圧 変 換 部 １ ２ か ら 出 力 さ れ る 電 解
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電 流 Iを 温 度 セ ン サ ー １ ７ の 計 測 結 果 に 応 じ て 補 正 す る と 良 い 。 ま た 、 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ

の 濃 度 を 正 確 に 管 理 す る 必 要 が あ る と き に は 、 電 解 電 流 Iの 大 き さ か ら 同 電 解 水 Ｅ Ｗ の 濃

度 を 検 出 し （ ポ ー ラ ロ グ ラ フ 法 ） 、 そ の 検 出 結 果 を 入 出 力 部 １ ６ に 表 示 出 力 す る と 良 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

 電 極 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 電 源 装 置 １ ０ の 出 力 端 子 に 電 線 を 介 し て 電 気 接 続 さ れ た カ ソ ー ド

電 極 板 ２ １ Ｋ 及 び ア ノ ー ド 電 極 板 ２ １ Ａ （ 電 解 用 電 極 に 相 当 ） と 、 電 解 槽 ２ 内 に 上 記 電 極

板 を 保 持 す る た め の 電 極 保 持 部 ２ ２ と を 有 し た 構 成 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

 カ ソ ー ド 電 極 板 ２ １ Ｋ 及 び ア ノ ー ド 電 極 板 ２ １ Ａ に つ い て は 、 電 解 電 流 Iの レ ベ ル が 大 き

い こ と か ら 、 そ の 電 極 劣 化 を 抑 制 す る た め に 、 カ ソ ー ド 電 極 板 ２ １ が チ タ ン 、 ア ノ ー ド 電

極 板 ２ １ Ａ が ス テ ン レ ス か ら 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

 電 極 保 持 部 ２ ２ に つ い て は 、 カ ソ ー ド 電 極 板 ２ １ Ｋ 及 び ア ノ ー ド 電 極 板 ２ １ Ａ が 間 隔 を

開 け て 対 向 状 態 で 下 向 き に 取 り 付 け ら れ た 本 体 部 ２ ２ １ と 、 本 体 部 ２ ２ １ の 下 側 に 設 け ら

れ て お り 且 つ 外 面 に 水 溶 液 導 入 孔 ２ ２ ２ １ が 多 数 形 成 さ れ た 電 極 カ バ ー 部 ２ ２ ２ と 、 電 解

槽 ２ の 開 口 縁 に 引 っ 掛 け て 保 持 す る た め の 本 体 部 ２ ２ １ の 上 側 に 設 け ら れ た フ ッ ク 部 ２ ２

３ と を 有 し 、 化 学 的 耐 久 性 及 び 電 気 的 絶 縁 性 を 有 し た プ ラ ス チ ッ ク 等 の 樹 脂 か ら 構 成 さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 生 成 装 置 １ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 所 定 量 の 水 に

対 し て 塩 を 混 ぜ て 作 ら れ た 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ を 電 解 槽 ２ に 入 れ る と と も に 電 極 ユ

ニ ッ ト ２ ０ を 電 解 槽 ２ に セ ッ ト す る 。 そ し て 、 電 源 装 置 １ ０ の 入 出 力 部 １ ６ ａ を 通 じ て 作

動 時 間 Ｔ を 設 定 入 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の 状 態 で 電 源 装 置 １ ０ の メ イ ン ス イ ッ チ を オ ン に す る と 、 電 源 装 置 １ ０ か ら 電 圧 Ｖ 及

び 電 解 電 流 Iが 出 力 さ れ 、 カ ソ ー ド 電 極 板 ２ １ Ｋ 及 び ア ノ ー ド 電 極 板 ２ １ Ａ に 供 給 さ れ る

。 こ れ が 設 定 入 力 さ れ た 作 動 時 間 Ｔ だ け 続 け ら れ る 。 こ の 過 程 で カ ソ ー ド 電 極 板 ２ １ Ｋ 及

び ア ノ ー ド 電 極 板 ２ １ Ａ に 供 給 さ れ た 電 解 電 流 Ｉ に よ り 、 電 解 槽 ２ に 溜 め ら れ た 塩 化 ナ ト

リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ が 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ に 変 化 す る 。 こ の よ う に 生 成 さ れ る 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ

Ｗ の 濃 度 は 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ の 濃 度 及 び 作 動 時 間 Ｔ の 設 定 入 力 を 通 じ て 調 整 可

能 に な っ て い る 。 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 使 用 用 途 に 応 じ た 適 正 な 濃 度 に す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

 生 成 装 置 １ を 用 い て 、 例 え ば 、 水 １ ０ リ ッ ト ル に 塩 １ ５ ０ ｇ が 入 れ ら れ た 塩 化 ナ ト リ ウ

ム 水 溶 液 Ｓ Ａ に つ い て 電 圧 Ｖ =１ ３ Ｖ 、 電 解 電 流 I=１ ８ Ａ の 条 件 で 電 気 分 解 を 行 う と 、 殺

菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 濃 度 は ６ ０ ０ Ｐ Ｐ Ｍ と な る 。 ま た 、 水 １ ０ リ ッ ト ル に 塩 １ ０ ０ ｇ が 入 れ

ら れ た 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ に つ い て 電 圧 V=１ ３ V、 電 解 電 流 I=１ ６ Ａ の 条 件 で 電 気

分 解 を 行 う と 、 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 濃 度 は ４ ０ ０ Ｐ Ｐ Ｍ と な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 記 し た 生 成 装 置 １ に 使 用 さ れ る 殺 菌 性 電 解 水 生 成 方 法 は 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ

に 対 し 、 高 い 電 位 状 態 の Ｎ ａ
＋

と Ｃ ｌ Ｏ
－

の 各 イ オ ン が 得 ら れ る 程 度 の 電 解 電 流 Ｉ に よ り

電 気 分 解 を 行 い 、 こ れ に よ り Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ が 含 ま れ た 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ を 生 成 し た 内 容 に な

っ て い る 。 上 記 電 気 分 解 に 伴 う 化 学 反 応 式 に つ い て は 下 記 の 通 り で あ る 。

【 化 １ 】

【 化 ２ 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】

　 Ｈ 2 、 Ｏ 2 に つ い て は 一 部 気 化 す る 。 Ｎ ａ Ｃ ｌ に つ い て は 電 解 中 は ご く 一 部 が 析 出 化 さ れ

、 結 晶 化 し 、 水 溶 液 上 部 に 白 濁 状 態 で 浮 遊 す る が 、 電 解 を 中 止 す る と 直 ぐ に 溶 解 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 Ｎ ａ
＋

， Ｃ ｌ Ｏ
－

に つ い て は 高 い 電 位 状 態 で あ る た め 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ と な り 、 可 逆 反 応 が

殆 ん ど 生 じ る こ と は な く 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ が 含 ま れ た 水 溶 液 と な る 。 ま た 、 水 溶 液 中 で は Ｎ ａ

Ｃ ｌ Ｏ が 図 ３ に 示 さ れ る よ う に ク ラ ス タ ー 化 さ れ 、 そ の 結 果 、 非 常 に 安 定 し た イ オ ン 化 物

質 の Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ と な る 。 な お 、 図 示 さ れ て い な い が 、 Ｎ ａ
＋

の イ オ ン に つ い て も 同 様 に ク

ラ ス タ ー 化 さ れ 、 Ｃ ｌ Ｏ
̶

の イ オ ン に つ い て も 除 菌 ／ 殺 菌 に 大 き く 関 係 す る と 考 え ら れ る

。

【 ０ ０ ２ ８ 】

 こ の よ う に 生 成 さ れ た 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ は 、 次 亜 塩 素 酸 を 主 成 分 と す る 水 溶 液 で あ る が

、 Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ の 濃 度 が 安 定 し て 維 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 殺 菌 効 果 が 従

来 の 次 亜 塩 素 酸 水 に 比 べ て 高 く な っ た 。 し か も 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 濃 度 や Ｐ Ｈ が ６ か 月 以

上 経 過 し て も 変 化 が 見 ら れ な い の が 確 認 さ れ 、 そ の 持 続 時 間 も 非 常 に 長 く な っ た 。 こ の 点

、 従 来 方 法 を 用 い て 生 成 さ れ た 殺 菌 性 電 解 水 に 少 な く と も Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ の 成 分 が 含 ま れ る こ

と は な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ に つ い て は 、 一 般 的 な 除 菌 性 に 加 え て 、 大 腸 筋 、 ０ １ ５ ７ 、 サ ル モ ネ

ラ 菌 及 び 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 等 の ウ イ ル ス に も 高 い 殺 菌 性 を 有 す る こ と が 実 証 さ れ ） 、 従 来 の

次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム や エ タ ノ ー ル に 匹 敵 又 は そ れ 以 上 の 殺 菌 効 果 が 確 か め ら れ て い る （

濃 度 ： ０ ． ０ ７ Ｐ Ｐ Ｍ ） 。 し か も 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 等 と は 異 な り 安 全 性 や 持 続 性 の 問

題 が な い こ と か ら 、 非 常 に 有 用 な 除 菌 ／ 殺 菌 材 と な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

 上 記 し た 電 解 水 生 成 方 法 に よ る 場 合 、 殺 菌 性 電 解 水 Ｅ Ｗ の 殺 菌 効 果 が 高 く な っ た こ と に

加 え て 、 そ の 持 続 時 間 が 長 く な っ た こ と か ら 、 使 用 用 途 が 現 状 以 上 に 拡 大 さ れ る 。 例 え ば

、 畜 産 （ 鶏 舎 、 豚 舎 、 牛 舎 等 ） 等 の 殺 菌 、 ウ イ ル ス の 消 毒 、 農 薬 の 代 わ り に 使 用 、 野 菜

の 洗 浄 、 電 解 水 Ｅ Ｗ で 氷 を 作 り 、 魚 市 場 な ど の 氷 と し て 使 用 、 お し ぼ り に 使 用 、 飲 食 店 、

食 品 工 場 、 病 院 、 老 人 施 設 な ど の 殺 菌 消 毒 に 使 用 、 養 殖 所 の 殺 菌 に 使 用 、 重 篤 な ニ キ ビ 等

の 皮 膚 疾 患 の 消 毒 、 化 粧 水 等 が 検 討 さ れ て い る 。 ま た 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 Ｓ Ａ と し て

塩 水 を 用 い て い る こ と か ら 、 安 全 面 及 び コ ス ト 面 で の メ リ ッ ト を 期 待 す る こ と が 可 能 と な

る 。 加 え て 、 上 記 生 成 装 置 １ は 全 体 構 成 が 非 常 に シ ン プ ル で あ る こ と か ら 、 装 置 自 体 の 低

コ ス ト 化 を 図 る こ と も 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

 な お 、 本 発 明 に 係 る 電 解 水 生 成 方 法 に つ い て は 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を 用 い て 高 電 位

状 態 で 電 気 分 解 し て Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ の イ オ ン 化 物 質 を 含 む 殺 菌 性 電 解 水 を 生 成 す る 内 容 で あ る

限 り 、 使 用 す る 生 成 装 置 の 構 成 が 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 ま た 、 本 発 明 に

係 る 生 成 装 置 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 以 下 の よ う に 設 計 変 更 し て も 良 い 。 例 え ば 、

電 源 装 置 に つ い て は 、 Ｎ ａ
＋

， Ｃ ｌ Ｏ
－

の 各 イ オ ン が 得 ら れ る 程 度 の 電 解 電 流 が 生 成 可 能

で あ れ ば 良 く 、 電 流 制 御 方 式 を 含 め て 適 宜 設 計 変 更 す れ ば 良 い 。 電 極 ユ ニ ッ ト に つ い て は

、 ア ノ ー ド 電 極 、 カ ソ ー ド 電 極 を 電 解 槽 内 に 保 持 す る 構 成 で あ る 限 り 、 電 極 の 材 質 、 配 置

方 法 を 含 め て 適 宜 設 計 変 更 す れ ば 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

１ 　 　 生 成 装 置

１ ０ 　 電 源 装 置

２ ０ 　 電 極 ユ ニ ッ ト

２ １ Ａ 　 ア ノ ー ド 電 極 板

２ １ Ｋ 　 カ ソ ー ド 電 極 板

　 　 　 ２ 　 　 電 解 槽
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　 　 　 Ｓ Ａ 　 塩 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液

　 　 　 Ｅ Ｗ 　 殺 菌 性 水 溶 液

　 　 　 Ｉ 　 　 電 解 電 流

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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